
記号 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

日本に影響を与えた

世界の住宅デザイン

日本人建築家のデザイン 1990好日居/齋藤裕 1996曼月居/ 齋藤裕

A 洋風住宅

B 和洋併設型住宅

C 数寄屋住宅

D 書院造住宅

E 地域伝統農家

F 地域伝統町屋

G 昭和近代住宅

H 建材メーカー主導工務店住宅

J 大手メーカー住宅

K 現代デザイン住宅

L 街並型建売住宅

M 小規模デザイン集合住宅

O 住宅博覧会

Q 合板の普及 2003ホルムアルデヒド放散量についての表示がＦ☆☆☆☆など、厳しい等級区分になり
4% 3% 3% 3% 3% 3% 3% 3% 3% 3% 3% 4% 6% 7% 10% 19% 22% 31% 54% 64% 65%

R 長尺金属葺屋根の普及

S コロニアルの普及

T アルミサッシの普及 1990YKKAP発足（YKKグループの建材部門を統合）

マンションの普及

エアコンの普及

床暖房の普及

PD プレファブ建築の普及 2003ダイワハウス木造住宅全商品に「外断熱工法」を採用

2000環境対応住宅"2000年モデル"「環境光房」発売

2001「ステイトメント ウイズC 免震タイプ」開発

PM 1998世界初の「ゼロ・エネルギー住宅」を発売

1994大型収納付き住宅「蔵のある家」を発売

PA 2004ハイパーフレーム構造に制震構造を標準仕様化

2003四階建住宅「ヘーベルハウスフレックス４」を販売

PP 1994美装コンクリート住宅「グランベルデ」がグッドデザイン賞を受賞 2009エコアイディアのくらしを提案する住まいNEW「エルソラーナ」「ユールキア We」「ソルビオス<アーキモード>」発売

2004エコライフ住宅「エルソラーナ キラテック」発売 2013太陽光発電パネルそのもので屋根を構成「エコ・コルディス」発売

2011重量鉄骨の都市型３・４・５階建「ビューノ」発売

2008女性の声から生まれた住まい「ソラーナ・ユールキア」「ソルビオス・ユールキア」発売
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記号 1920  

1921

1922 

1923

1924  

1925

1926  

1927

1928  

1929

1930 1935 1940 1945 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985

日本に影響を与えた 1924シュレーダー邸/H.T.リートフェルト 1936ジェイコブズ邸/F.L.ライト 1953夏の家/ A. アールト 1959メゾン・カレ/A.アールト

世界の住宅デザイン 1925母の家/L.コルビュジェ 1936自邸とスタジオ/A.アールト　　　 1949ガラスの家/F.ジョンソン 1955サラバイ邸/l.コルビュジェ

1939ヴィラ・マイレア/A.アールト　 1951ファンズファース邸/M.F.ローエ

1951レーモンド自邸（麻布笄町の家）

1954カニングハム邸 /A.レイモンド 1962軽井沢の新スタジオ/ A.レイモンド

日本人建築家のデザイン 1926紫烟荘/堀口捨己 1932赤星喜介邸/A.レイモンド 1937杵屋六左衛門別邸 /吉田五十八 1941飯箸邸/坂倉準三 1950八勝館 御幸の間 /堀口捨己1953有富亭/吉村順三 1959自邸/山田守 1965呉羽の舎/白井晟一 1970虚白庵（自邸）/白井晟一 1976中野本町の家/伊東豊雄 1983肆木の家（広瀬鎌二自邸）

1927双鐘居/堀口捨己 193吉川邸/堀口捨己 1934小林古径邸・画室 （上越市に移築)/吉田五十八 1944自邸/吉田五十八 1951白井旧邸（滴々居）/白井晟一 1961から傘の家 /篠原一男 1965池田山の家  浜田山の家  久我山の家/吉村順三 1974千ヶ滝の山荘/伊東豊雄 1983中山邸/大豪邸/宮脇檀

1925小出邸/堀口捨己 1928聴竹居/藤井厚二 1951森博士の家/清家清 1956大森の小住宅 (堀口捨己自邸) 1962吉屋信子邸/吉田五十八 1966御蔵山の家/吉村順三 1970虚白庵（自邸）/白井晟一 1976住吉の長屋/安藤忠雄 1984シルバーハット/伊東豊雄

1953自邸/丹下健三 1957岩波茂雄邸/吉田五十八 1962軽井沢の山荘/吉村順三 1966白の家  地の家   /篠原一男 1972グリーンボックス＃1/2  /宮脇檀 1980生闘學舎 / 高須賀晋＋宮下英雄

1953東山魁夷邸/吉村順三 1957南台の家  葉山海の家/吉村順三 1963土間の家 /篠原一男 1969岸信介邸 /吉田五十八 1974自邸/原宏司 1983六甲の集合住宅 I / 安藤忠雄

1953岡本太郎邸/坂倉準三 1959自邸/山田守 1962SH-60（大塚邸）SH-65（広瀬鎌二自邸） 1970山中湖の山荘 A （亀倉山荘）/吉村順三

1953SH-1（広瀬旧邸）/広瀬鎌二 1959上小沢邸/広瀬鎌二 1967猪俣邸 /吉田五十八 1966もうびいでぃっく/宮脇檀 1971ジャパンハウス   /吉村順三

1953宮城教授の家   /清家清 1958石津謙介邸（立体最小限住宅No.38）/ 池辺陽 1970 軽井沢の山荘 B （脇田山荘）/吉村順三

1954山口蓬春画室 /吉田五十八 1970 井の頭の家/吉村順三 1975幻庵/石山修武

1951遠山茂樹邸（立体最小限住宅No.8）/池辺陽 1957ホワイトハウス/磯崎新 1971田園調布の家・猪熊邸/吉村順三

1952九坪ハウス/増沢洵 1971ブルーボックスハウス  /宮脇檀

1971かんのぼっくす/宮脇檀

1970続私の家/清家清

1970未完の家 /篠原一男

1971ジャパンハウス/吉村順三    

1971田園調布の家・猪熊邸/ 吉村順三

1970水無瀬の町家/ 坂本一成

1972反住器/毛綱毅曠

1970桜台コートビレッジ/内井昭三

A 洋風住宅

B 和洋併設型住宅 1920年代より始まり、昭和の前半まで続いた建築様式

C 数寄屋住宅

D 書院造住宅

E 地域伝統農家

F 地域伝統町屋

G 昭和近代住宅

H 建材メーカー主導工務店住宅

J 大手メーカー住宅

K 現代デザイン住宅

L 街並型建売住宅

M 小規模デザイン集合住宅

O 住宅博覧会 1922住宅改造博覧会、大阪府豊能郡箕面村（現・箕面市桜ケ丘）で9月21日 - 11月26日の期間、社団法人日本建築協会主催で開催された 1959最初の土地区画整理事業地区として川崎市の野川地区で開発が行われ、2000年に開発が始められた川崎市の
日本の一般中流階級のモデルおよび住宅改良運動を通した和洋折衷が推し進められた成果として建設されたため、日本の郊外住宅地の景観に溶け込むようにデザインされた 犬蔵地区に至るまで、40年以上にわたり合計55地区、総面積3204.3haの土地区画整理事業が行われた

1922平和記念東京博覧会が上野公園で行われた。展示施設は伊東忠太、佐野利器が顧問となり、東京府技師の小倉強らが設計に当たった。 多摩田園都市は東京急行電鉄（現：東急および東急電鉄）の主導によって開発が行われた

新進の建築家堀口捨己、滝沢真弓、蔵田周忠らが起用され、堀口による第二会場池塔、機械動力館などの表現主義的な、分離派式の施設が目を引いた。

1920大阪住宅経営株式会社によるイギリスの田園都市・レッチワースをモデルとし計画された千里山住宅地（吹田市）

1922東京では渋沢栄一らが1918年に田園都市株式会社を設立し、理想的な住宅地「田園都市」として洗足田園都市を開発、分譲した

1924城南住宅は、12名の組合員による共同借地として、現在の練馬区向山3丁目（東京府北豊島郡上練馬村字向山）の約７㌶４４区画からなる住宅地としてスタートしました。その目指すところは、都市生活のなかでは得難い理想的な田園生活を実現することでした

1936常盤台住宅地,1935年に武蔵常盤駅（現在のときわ台駅）が開業し、翌1936年から常盤台住宅地の分譲が開始されました。

1930年代の関西土地株式会社による噴水やロータリーを設けた大美野田園都市（堺市）、初芝（堺市）などの開発がおこなわれた

呼び物となった「文化村」では、あめりか屋などによる中流階層向けの住宅14棟が展示された。ここから文化住宅という言葉が広まったと言われる

Q 合板の普及 1919北海道にも最初の一貫合板工場が誕生 1931ラワン合板の生産が本格化 1953農林省が合板及び単板の日本農林規格（ＪＡＳ）を制定 1980ホルムアルデヒドの放散量に関する基準を規定

1923関東大震災の復興に合板が活躍 1955接着剤メーカーが国内初のユリア・メラミン樹脂剤の開発に成功、発売 国産材の合板比率 4% 4% 4% 4% 4% 4% 4%

1927米松、米杉（輸入木材）を使って合板をつくる

R 長尺金属葺屋根の普及 1963長尺屋根の普及団体 社団法人日本長尺金属工業会設立
S コロニアルの普及 1951久保田がコロニアルを生産販売開始

T アルミサッシの普及 1958不二製作所、米国からアルミサッシの技術を導入 1969不二サッシ設立 1977日軽ホクセイ住宅建材（現・新日軽）設立

1959レディーメードアルミサッシ登場 1965住宅用引違いアルミサッシ（規格品）発売 1976昭和軽金属設立（昭和電工のアルミ部門を漸次統合） 1989昭和アルミニウム・東海金属、アルファミック設立

1960アルミサッシ、初のJIS規格A4703（引違い、上げ下げ）制定 1980理研軽金属工業設立

マンションの普及

エアコンの普及

床暖房の普及

PD プレファブ建築の普及大和ハウス

1955パイプハウス発売 1959ミゼットハウス発売 1963二階建てプレファブを発売 1970ニュー春日、ニュー飛鳥を発売 1981パネル軸組併用工法 Gシリーズ発売

1962大和ハウスA型発売 1967ダイワハウスB型発売 1977ダイワハウスソーラーDH-1発売

PM ミサワホーム 1960「木質パネル接着工法」を開発1967南極・昭和基地に居住棟とヘリコプター格納庫を建設 1976企画住宅「ミサワホームO型」発売 1987木質系住宅初の総3階建住宅「センチュリー3」を発売

1963第3回朝日新聞社プレハブ住宅展にプレハブ住宅の2階建モデルを出品

PA 旭化成ヘーベルハウス 1975二世帯住宅シリーズを販売 1982都市型三階建住宅「フレックス３」を販売

1970ヘーベルハウス第１号棟を展示 1989共働き家族向け住宅「ヘーベルハウスフレックス４」を販売

PP パナソニックホームズ 1961松下1号住宅発売

B 

函館の例、市

内には数多く

残存する

1953有富邸

1952齋藤助教授の家/清家清
1925小出邸

1937杵屋六左衛門別邸

1941飯箸邸

1926紫烟荘

B 伝統書院住宅に洋館・応接間を設ける

B 伝統書院住宅に洋館・応接間を設ける

B

1953試作小住宅/白井晟一

1937 

歓帰壮/白井晟一

1936河村邸/白井晟一

1965呉羽の舎 

書屋 

1965呉羽の舎 

主屋  

1957実奥田邸次の間 

/白井晟一

1953試作小住宅/白井晟一

1924本野清吾自邸 

中村鎮ブロック

G 

ラワン竪嵌板 OS 

鋼板瓦棒葺屋根

■古民家モノサシ・住宅デザイン百年集 

建物分類 解説

A 洋風住宅

B 和洋併設型住宅

C 数寄屋住宅

D 書院造住宅

E 地域伝統農家

1860 年代の江戸時代末期に長崎の丘の上に建てられたグラバー邸が洋風建築の先駆けとなった。
1896 年には、ジョサイア・コンドルが設計した岩崎邸なども建ちました。その後、各地西洋館
が見られるようになった。1919 年に古河財閥の古河虎之助男爵の邸宅として現在の形（洋館、
西洋庭園、日本庭園）に整えられた。
大正時代は、生活の近代化を目指す運動が起こり、都市では、電気、ガス、水道設備の整備が
進んだ。合理性と機能性の追求。中廊下式住宅が普及。中廊下式住宅の特徴は、中廊下を挟ん
で日当たりの良い南側に家族の生活空間を、北側には水回りと使用人の生活空間を配置した。
さらに玄関脇に独立した洋風の応接間を設ける様式も「文化住宅」という名で流行した。文化
住宅は、大正時代から昭和時代にかけて流行した和洋折衷の住宅。応接室や玄関に洋風が取り
入れられた。
数寄屋と呼ばれる茶室が出現したのは安土桃山時代、もとは小規模（多くは四畳半以下）な茶
座敷を「数寄屋」と呼んだ。当時は床の間、棚、付書院を備え、座敷を荘厳する書院造が確立
され、身分の序列や格式を維持する役割も持つような時代であったが、茶人たちは格式ばった
意匠や豪華な装飾をきらった。そこで好まれたのが軽妙洒脱な数寄屋だった。当時は庶民の住
宅に使われる粗末な材料や技術をこだわりなく採用して数寄屋が成立したが、最近までは特別
に高価で、高度な技術を要するものとなっていた。

江戸時代には書院造に室町中期に発生した茶室建築の要素を取り入れた数奇屋風書院造が造り
出された。そこには格式にこだわらず、丸太を使い竹を多用し土壁を見せ、ときにしゃれたディ
テールも見せる。こうした数寄屋風書院は明治以降さらに洗練の度合いを増し、昭和初期に至っ
てついに単なる茶座敷を超えた数寄屋建築を完成させる。 
庶民の住宅においても、名主相当の有力者の場合、代官を自宅に迎えるため、接客用の土地や
部屋に書院造の要素である長押や、床の間、書院などの座敷飾りが取り入れられた。明治以降
には、庶民住宅にも取り入れられたが、なお床の間のある座敷は一種特別な部屋であり、家主
の家族であっても普段は立ち入れない場所であることがあった。現代に至り和風建築は急速に
衰退し一室も和室を設けない建築も当たり前となっている。 

間取りの発展／二室住居、広間型住居、田の字型住居（四間取り住居）
地域伝統民家／曲屋（まがりや）、中門造（ちゅうもんづくり）、本棟造（ほんむねづくり）、
合掌造（がっしょうづくり）、大和棟（やまとむね）、高堀造（たかへいづくり）、かぶと造。

R 長尺金属葺屋根の普及

S コロニアルの普及

T アルミサッシの普及

W マンションの普及

1958 不二製作所、米国からアルミサッシの技術を導入。
1959 レディーメードアルミサッシ登場。
1960 アルミサッシ、初の JIS 規格 A4703（引違い、上げ下げ）制定。
1965 住宅用引違いアルミサッシ（規格品）発売。
我が国最初の民間分譲マンションは 1956（昭和 31）年、日本信販が売主の「四谷コーポラス」
で、東京都新宿区に分譲されました。5階建てで総戸数 28 戸の小規模物件ながら、分譲価格
は 3LDK で 230 万円でした。現在「四谷コーポラス」には建て替え事業が進行中。

第 1次マンションブーム（1963 年～ 1964 年）
1962 年にマンションの基本法とも言うべき「建物の区分所有等に関する法律」が制定された。
第２次マンションブーム（1968 年～ 1969 年）
この時代からマンションは分譲価格を下げて大衆化路線をとる。
第３次マンションブーム（1972 年～ 1973 年）
田中角栄首相の「列島改造論」が不動産ブームを生み、土地に対する投資が始まったのがこの
時期。しかし 1973 年に「オイルショック」で世界的不況となり、いわゆる「狂乱物価」と言
われる激しいインフレとトイレットペーパーなどの「品不足」を体験した。
第４次マンションブーム（1977 年～ 1979 年）
オイルショックにより不況からようやく脱しつつあったこの時期には、東京への通勤圏として
神奈川県、埼玉県、千葉県の東京都に隣接するエリアにマンション供給が盛んに行われる。
第５次マンションブーム（1986 年～ 1989 年）
この時期はいわゆるバブル経済下で地価が急激に高騰し、都心では 10 億円を超えるような超
高級物件が供給され、１次取得者向けのファミリーマンションは郊外に展開された。また投資
用のワンルームマンションの供給が増加しています。地価高騰のためキャピタルゲインが得ら
れ、土地長者が納税額ランキングの上位を占める時代だった。

第７次マンションブーム（2003 年～ 2008 年）
いわゆる「ミニバブル」や「ファンドバブル」といわれた価格高騰期に向かう 2003 年以降の
マンションブームには、上昇に転じた都中心部の土地価格を反映した高額物件が都心部に多く
供給され、さながら 1990 年を頂点とするバブル期の再来を感じさせる華やかかつ豪華な物件
が多く供給された。
そして既存住宅黄金期へ（2012 年～ 2016 年）
この期間のマンションは再開発や複合開発など大がかりな街区の整備、駅前の大規模再開発に
伴ったマンション供給が目立ち、よって駅近接物件が多く供給され、それが消費者の交通利便
性への意識を高めるといった循環が起こった

1963 長尺屋根の普及団体 社団法人日本長尺金属工業会設立

1951 久保田がコロニアルを生産販売開始。

F 地域伝統町屋

G 昭和近代住宅

H 建材メーカー主導工務店住宅

J 大手メーカー住宅

K 現代デザイン住宅

L 街並型建売住宅

M 小規模デザイン集合住宅

O 住宅博覧会

室町時代には京都の町衆、いわゆる商人が勢力を拡大し店舗併用住宅の町屋が発達しました。
板葺き石置き屋根でまだ瓦などは見られません。江戸時代になると２階建ての町屋が増え、瓦
屋根の家が多くなり、屋根には卯建をあげる家が登場する。町屋建築は壁面は土壁や漆喰が奨
励された。町屋は通りに面して並び、入り口が狭く奥に長い間取りになっているのが特徴、裏
通りには貧しい庶民の住宅が並んび、長屋が形成された。

住宅博覧会から始まる。

プレファブ建築から在来工法まで幅広くある。メーカーによっては即時の伝統デザインを誇示
しているメーカーもある。

マーケティング、生産の合理化、コマーシャル、住宅展示場など大資本により住宅建設とデザ
インを商品化した功罪がある。
建築家や設計士のデザインによるもの。住宅雑誌など書籍による普及流行がこれまでは大きな
影響をもってきた。現代では、ホームページや SNS からの受応報提供が多くなってきている。
大手ディベロッパーによるものがほとんどだが、ミニ開発も多くありその功罪が現代の街並み
に大きな影響を持っている。ほとんど、評価がなく無批判に建設が行われている。
上記の内容と同じではあるが、集合住宅へのデザイン化、街並み融合化、まちな、無修復型の
デザイン提案、共同出資型住宅などの試みもある。
上記の内容と同じではあるが、集合住 1922 住宅改造博覧会、社団法人日本建築協会主催で開
催された。1922 平和記念東京博覧会が上野公園で行われた。展示施設は伊東忠太、佐野利器
が顧問となり、東京府技師の小倉強らが設計に当たった。新進の建築家堀口捨己、滝沢真弓、
蔵田周忠らが起用され、堀口による第二会場池塔、機械動力館などの表現主義的な、分離派式
の施設が目を引いた。呼び物となった「文化村」では、あめりか屋などによる中流階層向けの
住宅 14 棟が展示された。ここから文化住宅という言葉が広まったと言われる。1920 大阪住宅
経営株式会社によるイギリスの田園都市・レッチワースをモデルとし計画された千里山住宅地
（吹田市）。1922 東京では渋沢栄一らが 1918 年に田園都市株式会社を設立し、理想的な住宅地
「田園都市」として洗足田園都市を開発、分譲した。
1924 城南住宅は、12 名の組合員による共同借地として、現在の練馬区向山 3丁目（東京府北
豊島郡上練馬村字向山）の約７㌶４４区画からなる住宅地としてスタートしました。その目指
すところは、都市生活のなかでは得難い理想的な田園生活を実現することでした。
1936 常盤台住宅地 ,1935 年に武蔵常盤駅（現在のときわ台駅）が開業し、翌 1936 年から常盤
台住宅地の分譲が開始されました宅へのデザイン化、街並み融合化、まちな、無修復型のデザ
イン提案、共同出資型住宅などの試みもある。

Q 合板の普及 1931 ラワン合板の生産が本格化。
1923 関東大震災の復興に合板が活躍。
1927 米松、米杉（輸入木材）を使って合板をつくる。
1953 農林省が合板及び単板の日本農林規格（ＪＡＳ）を制定。
1955 接着剤メーカーが国内初のユリア・メラミン樹脂剤の開発に成功、発売

936 年電車冷房開始。1951 年セパレート型（室内機と室外機が分かれている）が発売される。
1960 年ヒートポンプ式（冷媒ガスの流れを切り替え、冷房・暖房ができる）が発売される。
1981 年インバータ（圧縮機の回転数を自在に変えられる）エアコンが発売される。1985 年
GHP（ガスヒートポンプ）エアコンが登場する。1990 以降年室外機が小型化され、新冷媒 
R410A を使用したエアコンが発売される。空気清浄機の役目をするもの、酸素が出てくるもの、
自動でフィルター清掃をするものなど、どんどん便利なものができている。
建築物の中の床暖房は、1965 年に神奈川県庁会議場に作られたものが最初です。その後、一般
の住宅に取り入れられたのは 1970 年になってからでした。1975 年には温水式の床暖房が登場
し、それに続いて電気式、温水式が幼稚園や学校、企業に多く取り入れられるようになりました。
1988 年以降にフローリング用の床暖房が市場に登場し、床暖房のマーケットができはじめまし
た。それをきっかけにして床材メーカーが市場に積極的に参入し始め、床暖房の品質が向上し、
床材の種類が増加しました。

1955 パイプハウス発売。1959 ミゼットハウス発売。1962 大和ハウス A型発売。1967 ダイワ
ハウス B型発売。1970 ニュー春日、ニュー飛鳥を発売。1977 ダイワハウスソーラーDH-1 発売。
1981 パネル軸組併用工法 Gシリーズ発売。2000 環境対応住宅“2000 年モデル”「環境光房」発売。
2001「ステイトメント ウイズ C 免震タイプ」開発。2003 ダイワハウス木造住宅全商品に「外
断熱工法」を採用。
1960「木質パネル接着工法」を開発。1976 企画住宅「ミサワホームO型」発売。1987 木質系
住宅初の総 3階建住宅「センチュリー 3」を発売。1963 第 3回朝日新聞社プレハブ住宅展にプ
レハブ住宅の 2階建モデルを出品。1967 南極・昭和基地に居住棟とヘリコプター格納庫を建設。
1976 企画住宅「ミサワホームO型」発売。1987 木質系住宅初の総 3階建住宅「センチュリー
3」を発売。1994 大型収納付き住宅「蔵のある家」を発売。1998 世界初の「ゼロ・エネルギー
住宅」を発売。
1970 ヘーベルハウス第１号棟を展示。1982 都市型三階建住宅「フレックス３」を販売。1989
共働き家族向け住宅「ヘーベルハウスフレックス４」を販売。1982 都市型三階建住宅「フレッ
クス３」を販売。1989 共働き家族向け住宅「ヘーベルハウスフレックス４」を販売。2003 四
階建住宅「ヘーベルハウスフレックス４」を販売。2004 ハイパーフレーム構造に制震構造を標
準仕様化。
1961松下1号住宅発売。1994美装コンクリート住宅「グランベルデ」がグッドデザイン賞を受賞。
2004 エコライフ住宅「エルソラーナ キラテック」発売。2008 女性の声から生まれた住まい「ソ
ラーナ・ユールキア」「ソルビオス・ユールキア」発売。2009 エコアイディアのくらしを提案
する住まいNEW「エルソラーナ」「ユールキア We」「ソルビオス<アーキモード>」発売。
2011 重量鉄骨の都市型３・４・５階建「ビューノ」発売。2013 太陽光発電パネルそのもので
屋根を構成「エコ・コルディス」発売。

X エアコンの普及

Y 床暖房の普及

PD プレファブ建築の普及
大和ハウス

PMミサワホーム

PA 旭化成ヘーベルハウス

PP パナソニックホームズ


